
臨
床
検
査
と
い
う
言
葉
に

一
般
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
は
、
検
便
、
尿
検
査
、
血

液
検
査
な
ど
か
も
知
れ
な
い
。

臨
床
検
査
に
携
わ
る
医
師
は
、

検
査
デ
ー
タ
を
管
理
し
所
見

を
各
分
野
の
医
師
に
提
供
す

る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
、
患

者
さ
ん
を
診
療
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。

し
か
し
臨
床
検
査
医
学
が

近
年
、
進
展
著
し
い
遺
伝
子

の
分
野
に
も
拡
大
。
検
査
結

果
は
診
断
と
治
療
方
針
決
定

に
大
き
く
貢
献
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
新
分
野
の
最

先
端
で
中
山
教
授
は
、
臨
床

検
査
の
医
師
自
ら
が
検
査
、

診
療
、
研
究
の
一
体
化
を
実

現
し
よ
う
、と
試
み
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
遺
伝
子
を

用
い
る
検
査
。
人
の
遺
伝
子

お
よ
び
病
原
体
の
遺
伝
子
が

対
象
と
な
る
。
「
遺
伝
子
を

用
い
た
検
査
は
、
病
気
の
確

定
診
断
に
つ
な
が
り
ま
す
」。

ウ
イ
ル
ス
な
ど
病
原
体
の
遺

伝
子
を
患
者
の
細
胞
内
で
見

つ
け
る
と
、
そ
れ
は
病
気
を

確
定
す
る
診
断
に
つ
な
が
る
。

診
断
に
は
曖
昧
さ
は
な
い
。

３
遺
伝
子
構
造
を
解
読

一
方
、
人
の
遺
伝
子
の
検

査
は
、
数
十
の
遺
伝
子
の
組

み
合
わ
せ
を
調
べ
る
こ
と
な

ど
で
、
あ
る
病
気
に
な
り
や

す
い
か
ど
う
か
、
特
定
の
薬

が
効
き
や
す
い
か
、
副
作
用

が
出
や
す
い
か
、
患
者
の
個

別
体
質
の
情
報
を
引
き
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
分

子
生
物
学
の
進
展
の
恩
恵
と

患
者
さ
ん
の
臨
床
で
得
た
遺

伝
子
情
報
を
突
き
合
わ
す
統

計
学
的
な
手
法
を
駆
使
、
い

わ
ば
�
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
医

療
�
と
し
て
、
い
ま
世
界
中

で
研
究
競
争
の
真
っ
最
中
だ
。

人
間
・
病
原
体
の
遺
伝
子
解

析
で
、
医
学
の
新
分
野
が
開

か
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

人
の
遺
伝
子
に
つ
い
て
は
、

世
界
中
の
研
究
者
が
１
９
９

０
年
代
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
（
染

色
体
の
遺
伝
情
報
の
す
べ
て
）

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
解
読
す
る

競
争
を
繰
り
広
げ
た
。
現
在

で
は
個
々
の
タ
ン
パ
ク
質
を

作
る
狭
義
の
遺
伝
子
の
数
は

約
２
万
２
千
個
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
「
私
も
３

つ
の
遺
伝
子
の
構
造
（
塩
基

配
列
）
決
定
に
関
与
し
ま
し

た
。高
血
圧
症
関
連
の
遺
伝
子

で
す
」
。

も
と
も
と
内
分
泌
・
循
環

器
な
ど
が
専
門
で
、
高
血
圧

症
の
研
究
に
邁
進
し
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
病
気
の
原
因
の

ひ
と
つ
の
遺
伝
子
的
背
景
が

「
一
生
変
わ
ら
な
い
メ
リ
ッ

ト
に
注
目
し
て
、
遺
伝
子
か

ら
高
血
圧
症
を
研
究
し
て
み

よ
う
」
と
。
そ
れ
が
、
遺
伝

子
構
造
の
解
読
と
い
う
世
界

的
な
業
績
に
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
研
究
の
成
果
と

し
て
特
許
取
得
、
実
用
化
さ

れ
た
の
が
「
循
環
器
疾
患
関

連
遺
伝
子
多
型
（
個
人
差
）

検
査
」
。
高
血
圧
、
脳
梗
塞

（
こ
う
そ
く
）、心
筋
梗
塞
に
な

り
や
す
い
（
疾
患
感
受
性
）

遺
伝
子
が
あ
る
か
を
検
査
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
発
症
リ
ス

ク
を
判
定
し
て
予
防
に
役
立

て
る
の
が
目
的
。
血
液
中
の

白
血
球
の
遺
伝
子
の
一
部
を

自
動
塩
基
配
列
決
定
装
置
で

分
析
・
検
査
す
る
。
検
査
医

学
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る

医
科
学
の
最
先
端
分
野
と
な

っ
た
。

「
重
要
な
仕
事
に
も
う
一

つ
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
」
。
附
属
板
橋

病
院
は
「
遺
伝
相
談
室
」
と

い
う
予
約
専
門
外
来
を
開
設

し
て
お
り
、
１
件
２
時
間
枠

に
年
間
約
３０
人
程
度
が
相
談

に
訪
れ
る
。
「
抗
が
ん
剤
を

使
っ
て
い
る
が
効
果
が
あ
る

か
」「
遺
伝
子
か
ら
体
質
を
調

べ
た
い
」
な
ど
、
深
刻
な
悩

み
を
抱
え
相
談
や
検
査
を
望

む
人
が
少
な
く
な
い
。

「
遺
伝
子
の
検
査
・
診
療

・
研
究
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

す
。
病
気
の
原
因
、
要
因
を

遺
伝
子
の
中
か
ら
発
見
し
、

予
防
、
治
療
へ
の
新
し
い
技

術
を
開
発
す
る
。
そ
れ
が
私

の
医
師
と
し
て
の
本
道
だ
と

肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
」
。

学
生
に
は�
執
念
が
大
切
�

午
前
８
時
前
後
に
出
勤
、

病
院
臨
床
検
査
部
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
医
学
部
の
授
業
、

研
究
、
そ
し
て
診
療
と
多
忙

な
毎
日
。
一
方
、
学
生
時
代

に
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
監
督
、
写
真
部
長

も
引
き
受
け
て
い
る
。
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
は
関
東
医
科
大

学
４
部
リ
ー
グ
で
優
勝
、
３

部
昇
格
を
目
指
す
。
現
役
指

導
者
と
し
て「
ま
だ
学
生
に
は

部
内
試
合
で
負
け
ま
せ
ん
」。

写
真
は
旅
行
先
の
風
景
を
素

材
に
医
学
部
学
園
祭
（
翠
心

祭
）
出
展
の
常
連
。
京
都
・

嵯
峨
野
の
写
真
が
教
授
室
の

壁
を
飾
っ
て
い
る
。

「
学
生
に
は
『
執
念
が
大

切
』
と
話
し
て
い
ま
す
。
執

念
が
な
い
と
見
つ
か
る
べ
き

研
究
成
果
も
見
つ
か
ら
な
い
。

助
か
る
べ
き
患
者
さ
ん
も
助

か
ら
な
い
」
。
一
生
懸
命
と

い
う
言
葉
が
好
き
、
と
さ
ら

り
と
口
に
し
た
。

臨
床
検
査
に
遺
伝
子
の
分
子
診
断
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ

医
・
中
山

智
祥
教
授

歯
科
ば
か
り
か
、
近
年
で

は
医
科
に
お
い
て
も
注
目
さ

れ
る
の
が
、
「
噛
む
」
「
飲

み
込
む
」
と
い
っ
た
口
の
機

能
の
問
題
。

吉
垣
准
教
授

が
取
り
組
む

の
は
、
そ
の

中
で
も
唾
液

と
の
関
係
だ
。

持
論
は「
口

腔
内
の
環
境

は
唾
液
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い

る
」。外
界
に

触
れ
る
口
の

中
は
、
常
に

感
染
症
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

場
所
で
、
き
れ
い
に
洗
浄
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
簡
単
に

虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
を
招
く
。

そ
れ
を
防
い
で
く
れ
る
の
が

唾
液
で
、
分
泌
さ
れ
た
水
分

に
は
抗
菌
作
用
を
持
つ
物
質

と
か
免
疫
物
質
な
ど
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

何
よ
り
唾
液
の
水
気
が
あ

っ
て
こ
そ
、
食
べ
物
が
上
手

く
飲
み
込
め
る
。
実
は
肝
心

の
唾
液
が
出
な
い
で
苦
労
す

る
高
齢
者
か
ら
の
相
談
が
、

こ
の
と
こ
ろ
目
立
っ
て
い
る

わ
け
だ
。
普
段
は
意
識
し
な

い
唾
液
だ
が
、
機
能
が
損
な

わ
れ
る
と
、
全
身
疾
患
に
も

つ
な
が
る
極
め
て
大
切
な
体

液
な
の
で
あ
る
。

研
究
内
容
は
唾
液
腺
に
お

け
る
唾
液
分
泌
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
顎
下
腺
や
舌
下
腺
と
並

ぶ
３
大
唾
液
腺
の
一
つ
で
、

消
化
酵
素
を
分
泌
す
る
耳
下

腺
が
機
能
低
下
に
陥
る
過
程

を
、
実
験
動
物
の
ネ
ズ
ミ
の

細
胞
を
取
り
出
し
て
つ
ぶ
さ

に
観
察
を
続
け
た
。

細
胞
は
本
来
、
分
裂
し
た

後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
持

っ
た
細
胞
に
分
化
し
て
、
機

能
を
発
揮
す
る
。
唾
液
腺
の

場
合
も
、
色
々
な
過
程
を
経

て
唾
液
を
作
る
機
能
に
特
化

し
た
細
胞
に
な
っ
て
い
る
わ

け
だ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で

組
織
が
痛
ん
だ
り
、
外
か
ら

の
障
害
が
起
き
る
と
、
分
化

が
止
ま
る
。
細
胞
自
体
が
生

き
延
び
る
こ
と
に
専
念
し
て

余
分
な
機
能
を
削
ぎ
落
と
し
、

そ
の
た
め
に
唾
液
を
作
る
機

能
を
停
止
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

唾
液
分
泌
が
低
下
す
る
症

状
を
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
（
口
腔

乾
燥
症
）
と
呼
ば
れ
る
が
、

原
因
は
様
々
。
向
精
神
薬
の

投
与
や
放
射
線
治
療
に
よ
る

唾
液
腺
傷
害
な
ど
の
ほ
か
、

単
な
る
加
齢
現
象
と
の
意
見

も
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、
徐
々
に
機
能
が
低

下
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
唾

液
の
分
泌
が
減
少
す
る
と
い

う
の
だ
か
ら
怖
い
。

生
理
学
分
野
の
先
駈
け

一
連
の
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
論
文
「
唾
液
腺
細
胞
に

お
け
る
分
化
の
可
塑
性
と
機

能
回
復
の
応
用
」
は
、
昨
年

の
歯
科
基
礎
医
学
会
ラ
イ
オ

ン
学
術
賞
を
受
賞
し
た
。
歯

学
へ
の
貢
献
度
を
期
待
さ
れ

た
が
、
と
り
わ
け
高
齢
者
が

増
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
面

で
の
要
求
が

高
ま
っ
て
い

る
。さ

ら
に
評

価
さ
れ
た
の

が
、
一
つ
の

テ
ー
マ
を
ど

れ
ほ
ど
追
求

し
て
き
た
か
。

吉
垣
准
教
授

が
加
わ
っ
た

松
戸
歯
学
部

の
生
理
学
講

座
が
こ
の
問

題
を
取
り
上

げ
た
の
は
５
、

６
年
前
か
ら
で
、
こ
の
分
野

で
は
他
に
先
駆
け
た
と
の
自

負
心
も
強
い
。

今
後
の
命
題
は
、
機
能
を

停
止
し
た
細
胞
に
再
び
分
化

を
促
す
方
策
を
見
つ
け
る
こ

と
と
、
唾
液
腺
が
機
能
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
測
っ
て

予
防
法
を
講
ず
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

登
場
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
東

大
理
学
部
の
生
物
化
学
研
究

を
志
望
し
た
吉
垣
准
教
授
だ

が
、
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
が

専
門
の
研
究
室
か
ら
「
生
物

で
起
き
た
現
象
に
も
う
少
し

近
づ
き
た
い
」
と
松
戸
歯
学

部
に
移
っ
て
き
た
。

「
口
腔
内
の
健
康
が
全
身

の
健
康
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
の
同
学
部
の
考
え
か
ら
か
、

期
待
通
り
に
必
要
な
機
械
が

自
由
に
使
え
、自
分
の
ア
イ
デ

ア
で
研
究
が
進
め
ら
れ
る
良

い
環
境
と
、
満
足
の
様
子
だ
。

た
だ
し
、
生
理
学
的
手
法

に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
彩
な
手

技
を
用
い
て
唾
液
の
分
泌
機

構
を
細
胞
レ
ベ
ル
か
ら
解
き

明
か
す
と
は
い
え
、
実
際
は

忍
耐
力
の
い
る
地
道
な
研
究

の
連
続
だ
。

「
予
想
通
り
に
結
果
が
で

る
わ
け
で
は
な
い
し
、ヤ
ッ
タ

ー
ッ
と
思
っ
て
も
、
確
認
し

た
ら
う
ま
く
い
か
な
い
。
何

回
も
実
験
を
繰
り
返
し
て
、

自
分
の
中
で
確
信
を
高
め
て

い
く
瞬
間
が
や
は
り
う
れ
し

い
」
。

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に

そ
ん
な
研
究
生
活
の
息
抜

き
が
学
生
時
代
の
友
人
た
ち

と
い
く
カ
ラ
オ
ケ
で
、
持
ち

歌
は
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
の
「
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
」
。

「
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と
舞
い

遊
ぶ
よ
う
に

姿
見
せ
た
ア

ゲ
ハ
蝶
」
で
始
ま
る
ア
ッ
プ

テ
ン
ポ
の
曲
は
、
ア
ゲ
ハ
チ

ョ
ウ
に
託
し
て
甘
く
せ
つ
な

い
恋
心
を
歌
い
上
げ
る
が
、

吉
垣
准
教
授
が
な
ぞ
ら
え
る

の
は
、
未
だ
ベ
ー
ル
に
遮
ら

れ
た
研
究
分
野
の
次
の
「
確

信
」
部
分
な
の
だ
ろ
う
か
。

唾
液
腺
の
分
泌
機
能
維
持
と
再
生

メ
カ
ニ
ズ
ム

松
戸
歯
・
吉
垣

純
子
准
教
授

遺伝子がライフワーク、と中山
教授地道な顕微鏡検査に取り組む吉垣准教授

遺
伝
子
情
報
か
ら
探
る

人
間
の
体
質
、病
原
体
検
出

全身疾患にも繋がる体液
唾液の分泌機構を多彩に解明

生物で起きた現象に近づきたい

勢ぞろいした研究室メンバーと記念撮影

臨床検査の主力、生化学分析装置とスタッフ
たち

中
山

智
祥
（
な
か
や

ま
・
と
も
ひ
ろ
）
昭
和
６３

年
医
学
部
卒
。
平
成
６
年

大
学
院
博
士
課
程
医
学
研

究
科
（
内
科

系
）
卒
、
１３

年
医
学
部
先
端
医
学
教
室

助
手
を
経
て
助
教
授
、
２０

年
教
授
、
２１
年
に
附
属
板

橋
病
院
臨
床
検
査
医
学
科

部
長
、
臨
床
検
査
部
長
。

研
究
分
野
は
遺
伝
学
的
検

査
、
内
分
泌
・
高
血
圧
症

な
ど
。
「
日
本
内
分
泌
学

会
研
究
奨
励

賞
」
な
ど
受

賞
歴
多
数
。
日
本
臨
床
検

査
自
動
化
学
会
評
議
員
。

日
本
遺
伝
子
診
療
学
会
評

議
員
。徳
島
県
出
身
。４７
歳
。

吉
垣

純
子
（
よ
し
が
き

・
じ
ゅ
ん
こ
）
昭
和
６２
年

東
京
大
学
理
学
部
卒
、
平

成
５
年
同
大
学
院
理
学
系

研
究
科
博
士

課
程
修
了
後

に
、日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

の
副
手
、助
手
。同
１２
年
シ

ド
ニ
ー
大
学
へ
共
同
研
究

の
た
め
の
留
学
を
挟
み
つ

つ
、
松
戸
歯
学
部
専
任
講

師
、
助
教
授
を
経
て
１９
年

か
ら
現
職
。
専
門
は
細
胞

生
物
学
、
機
能
系
基
礎
歯

科
学
。
日
大

口
腔
学
会（
評

議
員
）、歯
科
基
礎
医
学
会

（
評
議
員
）、国
際
歯
科
研

究
学
会
な
ど
５
学
会
に
所

属
。神
奈
川
県
出
身
。４６
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル

（3） 第22号日 本 大 学 広 報 特 別 版平成22年 10月1日


